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　東北地方以北の代表的な野生のサクラです。 葉が出るのと同時に上品なピンク色

の花を咲かせます。 ヤマザクラより花や葉が大きいことからこの名がつけられました。

また、 ヤマザクラに比べて花の色が濃いことから紅
べに

山
やま

桜
ざくら

、 北海道に多く見られること

から蝦
えぞ

夷山
やまざくら

桜とも言われています。 野草園のある西蔵王高原には野生のオオヤマザ

クラが点在しています。

オオヤマザクラ（バラ科）　 花期　４月下旬～５月上旬

シンボルマーク

原画　阿部功雲氏

野草園は今年で開園 20周年を迎えます。
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　野草園内に自生している桜の木のうちの１本
が、昨年新品種として認められ、「ミヤマカスミ
ザクラ」と命名されました。今回はこの新品種
の命名に至る過程と特徴、和名の由来になった
ミヤマザクラ、カスミザクラについてご紹介し
たいと思います。
　本園の元職員　志鎌節郎さんが、以前から
野草園内に自生していた桜の木が、他のサクラ
とは違っていることを発見しました。そこで、サ
クラ研究の第一人者の東京大学博物館の大場
秀章先生に詳しい研究をお願いしたところ、ミ
ヤマザクラとカスミザクラが自然交配したサク
ラであることがわかり、和名「ミヤマカスミザ
クラ」、学名「Cerasusｘshikamae  H.Ohba」
と命名されました。なお、この学名は、発見者
の志鎌節郎さんの貢献を讃えてつけられたもの
です。
　ミヤマカスミザクラには次のような特徴があ
ります。花序が総状で目立つ苞葉があるところ
はミヤマザクラに似ています。葉が開くのと同
時に花が咲くところや花弁の先が２つに裂けて
いる点はカスミザクラの特徴を受け継いでいま
す。ミヤマザクラはサクラ属のミヤマザクラ節、
カスミザクラはサクラ属のヤマザクラ節に分か
れていて、節を超えた交配は珍しいとされてい
ます。

　ミヤマザクラは、日本各地の山地から亜高山
帯に生育する落葉高木です。葉が完全に開いて
から花が咲くこと、花弁が丸く先端に切れ込み
がないこと、葉の鋸歯がでこぼこしていること
等が特徴です。ミヤマカスミザクラと同様に開
花期が遅く、辺りが新緑に包まれる５月中旬～
下旬に見頃を迎えます。

　カスミザクラは、ヤマザクラが咲いた後に、
葉の展開と同時に開花します。花は白っぽく、
ヤマザクラに似ていますが、花柄に毛があるの
で区別できます。開花時の花の様子を霞にたと
えてこの名がついたそうです。

　野草園では、この他にもジュウガツザクラ、
オクチョウジザクラ、オオヤマザクラ、ウワミ
ズザクラ等のサクラが見られます。ミヤマカスミザクラ

ミヤマザクラ

カスミザクラ
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野草園のホームページ
http://www.yasouen.jp
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